
野菜１７．きゅうり

殺
菌
剤
コ
ー

ド

殺
虫
剤
コ
ー
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成分名 商品名

つ
る
割
病

つ
る
枯
病

苗
立
枯
病

苗
立
枯
病

(

リ
ゾ
ク
ト
ニ
ア
菌

)

斑
点
細
菌
病

苗
立
枯
病

（
ﾋ
ﾟ
ｼ
ｳ
ﾑ
菌

）

備考

は種時・殺菌剤

7 フルトラニル モンカットフロアブル４０ ○ は種時～子葉展開時

32
ヒドロキシイソキサゾー
ル

タチガレファイト液剤 ○ は種直後

U18 バリダマイシン バリダシン液剤５ ○ は種直後

定植前・殺菌剤

1 ベノミル ベンレート水和剤 ○ 定植前～定植1ヶ月後

定植時・殺菌剤

P02 プロベナゾール オリゼメート粒剤 ○
健苗に使用し、幼苗軟
弱徒長苗には使用しな
い。

野菜１７．きゅうり

殺
菌
剤
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虫
剤
コ
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成分名 商品名

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

ト
マ
ト
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

タ
ネ
バ
エ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ウ
リ
ハ
ム
シ
幼
虫

ケ
ラ

ハ
ダ
ニ
類

備考

は種前・殺虫剤

1A オキサミル バイデートＬ粒剤(劇) ○ ○

育苗期・殺虫剤

1A オキサミル バイデートＬ粒剤(劇) ○ ○

イミダクロプリド アドマイヤー１粒剤 ○
育苗期後半。ミツバチ
に対して影響あり

ジノテフラン
スタークル粒剤
アルバリン粒剤 ○ ○ ○

ミツバチに対して影響
あり

クロチアニジン ダントツ粒剤 ○ ○ ○
育苗期後半。ミツバチ
及びマルハナバチに対
して影響あり

23 スピロテトラマト モベントフロアブル ○ ○ ○ ○
育苗期後半～定植当
日。マルハナバチに対
して影響あり

4A
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一般名 商品名

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

ト
マ
ト
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

タ
ネ
バ
エ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ウ
リ
ハ
ム
シ
幼
虫

ケ
ラ

ハ
ダ
ニ
類

備考

育苗期・殺虫剤

クロラントラニリプロール プレバソンフロアブル５ ○
育苗期後半～定植当
日

シアントラニリプロール ベリマークSC ○ ○ ○ ○
育苗期後半～定植当
日

テトラニリプロール ヨーバルフロアブル ○ ○ ○

育苗期後半～定植当
日
ミツバチに対して影響
あり

シアントラニリプロール・
チアメトキサム

ミネクトデュオ粒剤 ○ ○
○
※

○

鉢上げ時～育苗期後
半　※鉢上げ時（育苗
培土混和）にも適用。ミ
ツバチ及びマルハナバ
チ等に対して影響あり

アセタミプリド・シアントラ
ニリプロール

アベイル粒剤 ○ ○ ○ ※
育苗期後半～定植当
日
※ウリハムシで適用

定植前・殺虫剤

1A オキサミル バイデートＬ粒剤(劇) ○ ○ ○

アセフェート
オルトラン粒剤
ジェイエース粒剤 ○ ○ ○

ミツバチに対して影響
あり

ダイアジノン ダイアジノン粒剤５ ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響
あり

イミシアホス ネマキック粒剤 ○

ホスチアゼート ネマトリンエース粒剤 ○

定植時・殺虫剤

チアメトキサム アクタラ粒剤５ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナ
バチに対して影響あり

イミダクロプリド アドマイヤー１粒剤 ○ ○ ○
ミツバチに対して影響
あり

クロチアニジン ダントツ粒剤 ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナ
バチに対して影響あり

アセタミプリド モスピラン粒剤 ○

1B アセフェート オルトラン粒剤 ○ ○ ○
作条散布又は植穴散
布

1B アセフェート オルトラン粒剤 ○ 植穴処理

28

4A
28

4A

1B
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成分名 商品名

う
ど
ん
こ
病

つ
る
枯
病

べ
と
病

疫
病

灰
色
か
び
病
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病

菌
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病

黒
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点
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立
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病
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リ
ゾ
ク
ト
ニ
ア
菌

)

つ
る
割
病

備考

定植後・殺菌剤

トップジンＭペースト ○

トップジンＭ水和剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ベノミル ベンレート水和剤 ○ ○ ○ ○ ○ ※
※定植前～定植後1か
月（潅注）

10
1

ジエトフェンカルブ・ベノミ
ル

ニマイバー水和剤 ○ ○ ○ ○

2 プロシミドン スミレックス水和剤 ○ ○ ○

ハクサイ、ダイコン、ス
トックには薬害を生じる
恐れがあるので付近に
ある場合は注意する。

トリホリン
サプロール乳剤
セーフガード乳剤 ○

トリフルミゾール トリフミン水和剤 ○ ○ ○

フェナリモル ルビゲン水和剤 ○

ジフェノコナゾール スコア顆粒水和剤 ○ ○

M03
4

UN マンゼブ・メタラキシルM リドミルゴールドMZ ○

発病初期の1回程度の
散布とマンゼブ剤等と
の体系防除が効果面、
耐性菌対策上有効で
ある。

4
M05

メタラキシルM・TPN フォリオゴールド ○ ○ ○

ペンチオピラド アフェットフロアブル ○ ○ ○ 　

イソピラザム ネクスターフロアブル ○ ○ ○ ○

ピラジフルミド パレード20フロアブル ○ ○ ○ ○ ○

イソフェタミド ケンジャフロアブル ○ ○ ○ ○ ○

インピルフルキサム カナメフロアブル ○ ○ ○

7
M05

ペンチオピラド・TPN ベジセイバー ○ ○ ○ ○ ○ ○

ストレプトマイシン剤お
よびホセチル剤と混用
する場合、必ず本剤を
先に所定の濃度に希
釈してからそれぞれの
剤を加えること

9 メパニピリム フルピカフロアブル ○ ○ ○

チオファネートメチル

1

3

7
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ク
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つ
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割
病

備考

定植後・殺菌剤

アゾキシストロビン アミスター２０フロアブル ○ ○ ○ ○ ○ ○
薬害を生じやすいので
注意事項を厳守する。

クレソキシムメチル ストロビーフロアブル ○ ○ ○ ○

浸透性を高める展着剤
を混用すると薬害を生
じる場合があるので、
事前に混用適否を確
認する。

ピリベンカルブ
ファンタジスタ顆粒水和
剤 ○ ○

マンデストロビン スクレアフロアブル ○ ○

11
M05

アゾキシストロビン・ＴＰＮ
アミスターオプティフロア
ブル  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 フルジオキソニル セイビアーフロアブル２０ ○ ○ ○

ポリオキシン ポリオキシンAL水溶剤 ○ ○

ポリオキシンＤ亜鉛塩 ジオゼット水和剤 ○ ○

21 シアゾファミド ランマンフロアブル ○

21
27

アミスルブロム・シモキサ
ニル

ダイナモ顆粒水和剤 ○

22 エタボキサム エトフィンフロアブル ○

27
11

シモキサニル・ファモキ
サドン

ホライズンドライフロアブ
ル ○

27
40

シモキサニル・ベンチア
バリカルブイソプロピル

ベトファイター顆粒水和
剤 ○

27
M03

UN シモキサニル・マンゼブ カーゼートＰＺ水和剤 ○

39 21 トルフェンピラド ハチハチ乳剤(劇) ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナ
バチに対して影響あり

40 ジメトモルフ フェスティバル水和剤 ○

40
M03

UN
ベンチアバリカルブイソ
プロピル・マンゼブ

カンパネラ水和剤 ○ ○

ジメトモルフ・ＴＰＮ カーニバル水和剤 ○ ○ ○ ○

ベンチアバリカルブイソ
プロピル・ＴＰＮ

プロポーズ顆粒水和剤 ○ ○ ○ ○

43
40

フルオピコリド・ベンチア
バリカルブイソプロピル

ジャストフィットフロアブ
ル ○

45
40

アメトクトラジン・ジメトモ
ルフ

ザンプロＤＭフロアブル ○

49
21

オキサチアピプロリン
アミスルブロム

ゾーベックエンテクタSE ○

49
M03

UN
オキサチアピプロリン・マ
ンゼブ

ゾーベック　エニベル顆
粒水和剤 ○

50 ピリオフェノン プロパティフロアブル ○

52 イプフルフェノキン ミギワ10フロアブル ○ ○ ○ ○

40
M05

19

11
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ク
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つ
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割
病 備考

定植後・殺菌剤
有機銅 キノンドーフロアブル ○ ○ ○

ＤＢＥＤＣ サンヨール ○ ○
高温時には薬害が出
る恐れがある。

塩基性硫酸銅 ムッシュボルドーＤＦ ○

ケミヘル ○ 〇 ○

クリーンカップ ○ 〇 ○

M01
M02

UN 硫黄・塩基性塩化銅 園芸ボルドー ○ ○

ジマンダイセン水和剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ペンコゼブ水和剤 ○ ○ ○ ○

M04 キャプタン オーソサイド水和剤８０ ○ ○ ○ ○

M04
33

キャプタン・ホセチル アリエッティC水和剤 ○ ○

M04
M01

キャプタン・有機銅 オキシラン水和剤 ○ ○ ○

M05 ＴＰＮ ダコニール１０００ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

M07
イミノクタジンアルベシル
酸塩

ベルクート水和剤 ○ ○ ○ ○

M07 ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸塩 ベルクートフロアブル 〇 〇 〇 〇 〇 〇

M07
11

イミノクタジンアルベシル
酸塩・ピリベンカルブ

ファンベル顆粒水和剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○

M07
M04

イミノクタジンアルベシル
酸塩・キャプタン

ダイパワー水和剤 ○ ○ ○ ○

M07
19

イミノクタジン酢酸塩・ポ
リオキシン

ポリベリン水和剤 ○ ○ ○

U06
3

シフルフェナミド・トリフル
ミゾール

パンチョＴＦ顆粒水和剤  ○

U13
9

 フルチアニル・メパニピ
リム

ショウチノスケフロアブル ○ ○

モレスタン水和剤 ○ 高温時の薬害に注意。

パルミノ ○

U17 ピカルブトラゾクス ピシロックフロアブル ○

NC
M01

炭酸水素ナトリウム・銅 ジーファイン水和剤 ○ ○

定植後・常温煙霧・殺菌剤
1 ベノミル ベンレート水和剤 ○

2 プロシミドン スミレックス水和剤 ○

7 ペンチオピラド アフェットフロアブル ○

9 メパニピリム フルピカフロアブル ○

12 フルジオキソニル セイビアーフロアブル２０ ○ ○ ○

M05 ＴＰＮ ダコニール１０００ ○

M07 ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸塩 ベルクートフロアブル 〇 〇 〇 〇 〇 〇

M10 UN キノキサリン系 モレスタン水和剤 ○

「常温煙霧」は「温室､ｶﾞ
ﾗｽ室､ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ等の
密閉できる場所」で適
用。

M0１
BM02

銅・バチルス ズブチリス

M03

M10

マンゼブ

UN キノキサリン系

UN

M01
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備考

定植後・殺虫剤

5
脂肪酸グリセリド・スピノ
サド

ダブルシューターSE 〇 〇 〇 〇 〇

19 ポリオキシン ポリオキシンAL水溶剤 ○ ○

M01 ＤＢＥＤＣ サンヨール ○ ○ ○
高温時には薬害が出
る恐れがある。

1B イミシアホス ネマキック液剤(劇) ○

アクリナトリン アーデント水和剤 ○ ○ ○ ○

トラロメトリン スカウトフロアブル(劇) ○ ○

エトフェンプロックス トレボン粉剤DL ○ ○
ミツバチに対して影響
あり

チアメトキサム アクタラ顆粒水溶剤 ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナ
バチに対して影響あり

イミダクロプリド アドマイヤー水和剤(劇) ○ ○ ○

外部からミツバチ及び
野生ハナバチ類が入ら
ない形態の施設等で使
用する。

ジノテフラン
スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤 ○ ○ ○ ○ ○

ミツバチに対して影響
あり

ジノテフラン
スタークル粒剤
アルバリン粒剤 ○ ○

ミツバチに対して影響
あり

クロチアニジン ダントツ水溶剤 ○ ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナ
バチに対して影響あり

ニテンピラム ベストガード水溶剤 ○ ○ ○ ○

アセタミプリド
モスピラン顆粒水溶剤
(劇) ○ ○ ○ ○ ○

4C スルホキサフロル
トランスフォームフロアブ
ル ○ ○

ミツバチに対して影響
あり

スピノサド スピノエース顆粒水和剤 ○ ○ ○

スピネトラム ディアナSC ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響
あり

エマメクチン安息香酸塩 アファーム乳剤 ○ ○ ○ ○ ○

ミルベメクチン コロマイト水和剤 ○

レピメクチン アニキ乳剤 ○ ○
ミツバチ及びマルハナ
バチに対して影響あり

アバメクチン アグリメック（劇） ○ ○ ○

ピメトロジン チェス顆粒水和剤 ○ ○

ピリフルキナゾン コルト顆粒水和剤 ○ ○

10A ヘキシチアゾクス ニッソラン水和剤 ○

10B エトキサゾール バロックフロアブル ○

13 クロルフェナピル コテツフロアブル(劇) ○ ○ ○ ○ ○

キュウリの幼苗期(1～3
葉期)には薬害を生ず
る場合があるので使用
しない。

9B

4A

5

6

3A
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備考

定植後・殺虫剤
フルフェノクスロン カスケード乳剤 ○ ○ ○

ジフルベンズロン デミリン水和剤 ○

ルフェヌロン マッチ乳剤 ○ ○

16 ブプロフェジン アプロード水和剤 ※
※オンシツコナジラミ幼
虫で適用

20B アセキノシル カネマイトフロアブル ○

20D ビフェナゼート マイトコーネフロアブル ○

ピリダベン サンマイトフロアブル(劇) ○ ○ ○

フェンピロキシメート ダニトロンフロアブル ○

トルフェンピラド ハチハチ乳剤(劇) ○ ○ ○ ○

皮ふに対して刺激性が
あるので皮膚に付着し
ないよう注意する。ミツ
バチ及びマルハナバチ
に対して影響あり

21A
25B

フェンピロキシメート・ピ
フルブミド

ダブルフェースフロアブ
ル ○

23 スピロテトラマト モベントフロアブル ○ ○ ○ ○
マルハナバチに対して
影響あり

シフルメトフェン ダニサラバフロアブル ○

シエノピラフェン スターマイトフロアブル ○

クロラントラニリプロール プレバソンフロアブル５ ○ ○

フルベンジアミド フェニックス顆粒水和剤 ○ ○

シアントラニリプロール ベネビアＯＤ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響
あり。

テトラニリプロール ヨーバルフロアブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響
あり。

29 フロニカミド ウララＤＦ ○ ○

30 フルキサメタミド グレーシア乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 アシノナピル ダニオーテフロアブル ○
銅の注意事項を記載
すること

M10 UN キノキサリン系 モレスタン水和剤 ○ 高温時の薬害に注意。

定植後・常温煙霧・殺虫剤

4A イミダクロプリド アドマイヤー水和剤(劇) ○

「温室、ｶﾞﾗｽ室、ﾋﾞﾆｰﾙ
ﾊｳｽ等の密閉できる場
所」で適用。きゅうり（施
設栽培）で登録。ミツバ
チおよび野生ハナバチ
類に対して影響あり
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